
昭和 16年
4月 28日 楼島火山活動報告

鹿児島測候所

1. 火山活動概況

4月 28日 21時 10分頃，鹿児島地方に於ては突然「ドーン」といふ大砲の音に似た低い爆音

と「ズシ{ン」といふ鈍い地響とがあれとれと殆E同時に戸障子が急:激に相官激しく振動した.

爆音・地響はその位置・家屋の構造等によっては感ぜられ友い場所もあった.官測候所から望見して

得た見取園を第I固に掲げる J 但し営夜は暗夜であったのでj精細友見取園は出来友かった.波紋

をたした層積雲(との雲から嘗夜の中に降雨があっ

た〉が山頂から 100乍 200米位高く披うてをムそ

の一部(筒岳南端三角賠附近及びその上方〉は暗赤

紫色に映え(第 1園0)，また噴煙と足、はれる部分

も暗赤紫色に見えた(第 1園B)， また南岳南端三

角勃南側傾斜の標高 900--1000米と思はれる所K

2ケ所の赤く光る部分が見えた(第 1国.A)，'とれ

等は見る人に遠くの火事でも望むが如き印象を典へ

たがF 何れも数分間にして消失した.
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噴煙の高さや積り方は営夜雲が低かったために観測不可能であったが，諸般の事情から推察する

と，煙の高さは火口上数百米乃至千米位で，ま?と上居推算等摩線から推察すると，高度 1000--2000

米の上2きでは弱い東風が吹いてゐたゃうであり 3 噴煙は衣第に西方にたびき，下降しつ L流された

ゃうである.

21時 15分頃から棲島南東山麓の方面が明るくたり，噴煙のあがるのが観測された. とれは

その後1時間位積い?とが，それから次第に泊、夫した.電話で問合せた結果，とれは落下熔岩による

山火事で、あるととが判った爆稜直後及びそれに引績き東棲島村役場にかけた電話及び 4月 30

日現地調査出張中に於ける東楼島村村長・同助役・有村青年園長等の話を要約すれば次の如くであ

る.

21時四分頃，急:激友地震を感じたと思ふ間もえにく，山頂方面から「ザι」といふ音が聞ふと

れと殆ど同時に大音響が聞えて戸障子が激しく「ガグガグ」と振動した.直ちに飛び出して見ると，

南岳の一昨年の噴火口附近上に約 20--30米の高さの火柱が立ってゐる・‘瞬時にして'恰も花火のや

うに四散して壮観であった績いて黒煙が「モクモクJ とあがり， 2--3分後には噴煙内に稲光が
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2.噴煙

昭和 16年
4月 28日 槙島 火山 活動報告寓員

1. 黒煙 ・友色煙が交々問歌的に噴出，火口直下に

噴石がうづ高〈積ってゐる

く昭和 16年4月初 日 14時 10分撮影〉

(昭和 16年4月 30日 12時 45分)
南岳南東麓松林中のc黙から撮影ノ

3.落石のために折れた松の木，その直径
13糎，石はとの松の木の直下に穴をあ
けて探〈埋皮し，附近Jこ石の11、破片が
数個輔落

く昭和 16年4月 3011 11時 40分撮影〉



5.落石

4. 左方上部に落石のために生じた穴がみえ，右前

方に落石のために折れた松の木がみえる

(昭和 16年4月 30日 12時 05分撮影〕

周園 7.3米， 高さ 2.4米

6. 5の石の轄落跡，上部の密林は松林，

下部は謹木地帯

く昭和 16年4月 30日 15時 10分撮影J (昭和 16年 4月 30日 15時 10分撮影〉

(鹿児島測候所報 告 附聞〉
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して雷鳴が問えた.赤熱熔岩が落下した場所は丁度提灯を並べたゃうで約 2 時間甚だ美観であっ

た.落石の矯めに有村上方の山林中から山火事が起ったので，村の消防l段が出動して消火にーっとめ

た震と，折柄の降雨のためpまも友く自然鎮火した.との治火中，落石痕から湯気が立ち昇ってゐ

る所もあり， rシューシュ-Jといふ音をたててゐる石もあった.

22時 12分かち市内には微かな降次があれ -22時 30分頃には硝子板上に降り積るのが認めら

れる程度となれ:目を開いて歩行するのに困難を感ずる位であった.降友は翌朝まで綬き， 6時 54

分からの降雨とともに観測不可能と友った.降友量は 1平方米に付 4l.3瓦であった.

爆後賞日までの楼島の活動欣況は普通で格別饗ったととは認められなかった.ただ営日は朝 6時

頃柏、々多量の噴煙があり， 15時 25分頃及び 17時 40分頃にも普通に比べて? やや黒みを帯び

た噴煙ががJ250米の高さまであがった.

爆後後の欣況を次に述べる.まづ， 29日は雨天のため，活動紙況は絡日観測不可能であった. 30 

日は絡日概ね快晴であったので，噴煙の欣況がよく笠まれた.粉々多量の黒みを帯びた噴煙があっ

たのは 10時 45分・ 12時 25分の 2同で， 2同とも噴煙は火口上約 600米の高さにあがり，約、

2分の後に折柄の北西風のために南東の方にえにびきはじめ，号た第に撮って有村~垂水方面に，極く，

微な降友をみせた. 5月 1日には， 7時 06分に噴煙があれ西方に微な降友があった. それ以

後は全く普通の欣態と怠った.、

11.火山活動調査

1.火口獄況 4月 30日に所員 2名を現地に沃遣し?と.営日は北西風が強く山頂は次墜飛散し

かっ噴煙が山腹に沿うて旬ひ下ったため，火口近くに接近するととが出来たかった.

現地調査の結果は次の通りである.

今岡の活動火口は昭和 14年 10月 26日のものと同了でy 格別友愛化は認めちれないが，幾分

，北側に大きく友ったゃうであり，北側火口内壁底部から黒煙・次色:煙が交々間欲的に噴出された(潟

民 1及び 2参照}.

2. 噴石噴石は火口から南方に楕園放に撒布せられ，第 2闘に示す如く特に火口附近下方斜面

に密である.その大友るものは 2米以上に及ぶものがあれ掲出距離も 2粁以上に達してゐる.

噴石の多くは火口壁の岩石或は奮熔岩と思はれ，黒友色の幾分粗撃の岩石である.新熔岩と恩はれ

るものは確認され友かった功ち火事を起したとと及び営時2時間徐も赤く光ってゐたととかちその

存在も考へ怠ければ左ら左い.噴石の落下跡はp 恰も砲弾痕の如く土砂が深く掘り上げられF 山麓

軽石地帯では落石が深く地中に埋淡して 1米徐り棒をさし込んでも周か友かった.穴の大きさは縦

2.5米・模 2米・深さ 70糎(潟真 3参照)に及ぶものもある. まーた落石のために直径 13....;..20糎

の松が多数打ち折られてゐ?とぐ潟真 4参照).落石のために有村上方の山林に火災が訟とったがp
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その推定火災地域はお町歩(第 2闘参J!な)，松の下生が;廃lナF 斡も根本2尺位黒く焦げ，葉は黄

褐色に;愛色して立枯の欣を呈してゐ?と.

常 2悶噴石の分布悶

~ 
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』 、、、

知線-，1/火事地域太線; 落石密なる地域細賀線; 落石分布地域

紫 3問地震有感国境問
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3. 前兆 今岡の爆設にはF 温泉・井水の袈イ~等， 前兆らじいものは認められたかったが， 4月

初日 20時 30分頃有村・古里に於て一部徴震を感じた者があった.有村附近に徴動計でも沿けばF

第 4 岡地震記録
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内河川V仲凡時の凶怖ゆいザ守山ぜい制~柿惜引制1"、同局同値岨晶画幅圃'

最大振幅 -63p 幅週 2・F6
グ +109 グ 0.9

紫 5 国普 響 摂ー

バ ，..'、、
@大強き爆音

‘~; ヰI 柏、離れたる大砲の如き普

tl、 遠雷或は遠方の砲撃の如き普
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紫 6 園空 振 域

③;大戸障干の振動蹴し

1 ~中

小徴かに戸障子普を出す程度

ピコ

何等か端緒を掴めたのではなからうか.

後日文書を以て管内に於ける地震・鳴動(音響). ~さ振・降友の分布状態を調査した・その結果♂
概ね次の通りである ... 

4. 地震 人身感覚があったのは島内のみで震度概ね II，有村・古里で柏々強く感ぜられた(第

3闘参照).

向，蛍測候所のウイーへJレト地震計に記録された記象及び験測結果を第 4圏に掲げる.

5. 音響音響ぐ爆音・地鳴〉の諒取直域は第 5闘の如くでp 東方に柏々感度が大きいのは山脈

の影響によるものと思はれる.特に鹿屋附近で諒かなかったのは注目される.近くでは強烈な爆音

或は砲撃の如し遠方になるに従って遠雷または遠くの砲撃の如く聞えてゐる.阿久根観測所では

微か友遠雷の如くに問えてゐるが，注意深いためか謀、域の異常によるものか不明で、ある.

6. 空振 窓仮(戸障子の振動〉を感じた医域は第 Q圏の如くでv音響域と似てゐてF 山脈の
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集 7 国降友分布闘

、
〆

¥ 

影響かと認められるがp、志布志附近で柏、々強い空事えがあったのは爆殻口の山腹方向であるためと忠

はれる.空振は一時地震と間違ヘ?と位であった.

.7. 降友 降次域は第7園の如ぐ概ね西方に流れ，匿域は狭小で、あるー・降友量は島内の激しい所

で数粍F 鹿児島市では T粍にも充たiぅ漸く屋根瓦を掩ふた程度に過ぎない. 従って降次による

被害は格別なかったゃうである.
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